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口之島盆踊口之島盆踊口之島盆踊口之島盆踊りりりり////狂言狂言狂言狂言    
    

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

難
度
の
高
い
多
く
の
狂
言
用
語
や
先
唄

な
ど
、
島
独
自
の
伝
統
文
化
を
現
代
ま
で
正

確
に
伝
え
残
し
て
き
た
先
人
の｢

努
力｣

と

｢

想
い｣

に
は
大
変
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
の
文
化
を
決
し
て
絶
や
す
こ
と
な
く
、
後

世
に
向
け
伝
え
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

口
之
島
自
治
会
で
は
青
年
団
を
中
心
に
、

限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
正
確
且
つ
質
の
高

い
継
承
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
住

民
が
参
加
し
た｢

口
之
島
盆
踊
り｣

。
世
代
を

超
え
、
会
場
が
、
そ
し
て
地
域
が
一
つ
に
な

り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  
 

暦
の
盆
（
7

月
15

日
）
に
あ
た
る
8

月

24

日
、
口
之
島
の
殿
地
（
ト
ン
チ
）
や
テ
ラ

な
ど
で
伝
統
芸
能
「
口
之
島
盆
踊
り
／
狂

言
」
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
当
日
は
午
前
10

時
か
ら
公
民
館
前
の
中

庭
（
殿
地
）
で
、
島
の
男
性
約
20

名
に
よ
る

先
踊
り
や
子
供
た
ち
に
よ
る
小
踊
り
が
行

わ
れ
あ
と
、
狂
言
「
悪
人
」
や
天
下
太
平
踊

り
が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
住
民
や
観 

光
客
は
唄
い
手
の
唄
や
豪
快
な
踊
り
に
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
盆
踊
り
に
は
、
島
の
男
性
が
踊
り
手

と
な
っ
て
参
加
し
、
真
剣
さ
と
勇
ま
し
さ
、

笑
い
と
娯
楽
を
兼
ね
備
え
、
踊
り
の
中
に
狂

言
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
最
大
の
特

徴
で
す
。 

狂
言
の
中
に
は
、
最
長
で
15

分
程
度
に
及

ぶ
も
の
も
あ
り
、
録
音
技
術
の
な
い
数
百
年

前
か
ら
、
時
代
を
超
え
、
口
頭
だ
け
で
継
承 

８/24 開催 

 

△ 口之島盆踊りのひとこま（提供：口之島小中学校） 
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